
2022年度 第３回 木蓮会理事会議事録 

日時：令和 5 年 3月 16日(木) 19：00～ 

場所：355教室 

書記：高橋 

出席：門屋、坂元、仲田、今村、長尾奈、高橋（敬称略） 

 

１．報告事項 

１）会報の進捗状況について 

  ・理事会出席者６名で会報発送準備としてラベル貼りを行った。総数 2025 通を 3月末～4月初旬を

目途に発送する予定である。 

  ・会報記事執筆者に対し、謝礼（QUOカード）を渡すことになっている。紹介者を通して渡せない

場合は、郵送とする。 

 

 

２）会費の入金状況について、未入会者への入会案内について 

  ・仲田理事より資料（別紙参照）の提示があった。 

  ・今年度は、大学から学祭案内を保護者に送るタイミングで、新入生以外の未入会者に対し入会案内 

と振込用紙を同封させてもらった。本人に入会案内するよりも、保護者にアプローチする方が効果 

的かもしれないので、今後大学から保護者宛てに成績表など郵送するタイミングを聞き、同封が可 

能か事務局に確認していく。もし可能であれば、年に一度は保護者に入会案内を送付していきた 

い。 

  ・木蓮会から卒業記念品が贈られる卒業式のタイミングで、今一度未入会案内を同封してはどうか。 

→明日卒業式のため、未入会者には記念品とともに入会案内を同封していくこととする。 

  ・大学院の入会率の低さが目立つ。入会案内の配布はしているが、本学学部卒業あるいは専攻科修了 

の把握ができていないため、あまり入会を押せない現状がある。大学院生は、本学卒業生・修了生 

か否か、入学ガイダンスなどの際に、調査をしていってはどうか。調査は、修士課程を担当する教 

員（徳永理事）に依頼してはどうか（本学卒業生・修了生がいて会員歴が不明な場合は、基本的に 

会員と見なす）。 

 

 

 ３）修了記念品について 

  ・看護学科の記念品（ナースウォッチ）は価格上昇により臨床検査学科の記念品（電卓）との差額 

   が大きくなったことから、今年度はネーム印（ネーム入り、大小両サイズあり）とした。価格は 

3,000円／人程度。 

  ・大学院生は万年筆、助産学専攻科はおっぴちゃんとした。 

 

 

 ４）卒業生・在校生への総会資料配布と承認状況について 

  ・卒業生に対し 2月に総会案内を約 2,000部発送し、在校生には同時期にメールで総会案内を送信 

した。現在の回答数 131 で承認が 100％である（締め切り 3/31）。 

 

 

 ５）その他 

 （１）木蓮会細則の弔慰金の項目追加（別紙参照） 

   第 12条として弔慰金について項目を追加し、理事から承認を得た。施行は、令和 5年 4月 1 日か 

らとする。 
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（２）県立中央病院 兵頭氏に送付する資料について（木蓮会会則、細則、委嘱状の確認） 

   以前勧誘していた兵頭氏に正式に理事役員を依頼するため、委嘱状および木蓮会会則について、理 

事で確認し、承認を得た。今後、メールで兵頭氏に依頼をかけていくこととする。 

 

 

２．協議事項 

１）次回の総会・懇親会について 

  ・令和 5年度のホームカミングデイは、6/17（土）完全対面（ZOOM対応なし）で開催予定。 

  ・従来の懇親会では飲食を伴うため、学部長に相談し大学の意向を確認した。まずは、木蓮会の実施 

   案を提示し、可能かどうか判断を仰ぐこととする。 

  ・会報での総会・懇親会開催予告ができておらず、公での飲食も未だ憚れる恐れもある。そのため、

木蓮会としては、総会・懇親会の対面開催、ケータリングの実施は難しいが、ホームカミングデイ

との協賛として、ホームカミングデイ参加者のうち希望者には、お弁当の提供をしてはどうか。お

弁当であれば、持ち帰りも可能であり、場所の提供により距離をとって食べることも可能である。

また、学食に協力を求めカフェ程度の提供はしてもらえるかもしれない。 

   →今後、地域交流センターに木蓮会の意向を伝え、ポスターやチラシ、新卒者への案内でアナウン

スを依頼する。また、弁当発注の手配があるため、希望調査をとることとし、締め切りは開催日

２週間前とする。 

  ・令和 5年度の総会は web 開催とするが、時期が遅くなりすぎないようにしたい。できるだけ、本 

来の総会開催時期（6～7月）を目途に準備を進めていく。 

 

 

 ２）その他 

  （１）2023 年度 木蓮会役員案について 

  ・兵頭氏に加え、2023年度の新任教員のうち、理事役員候補として看護学科の仲田由美氏、河野 

瑠奈氏、臨床検査学科の田野ゆづき氏の加入を検討する。 

  ・新理事の加入と同時に、実働していない理事（加藤寛司氏、長尾嘉彦氏）を除名とし、理事役員の 

交代を検討する。今後、当該理事に意向を伝え同意を得ていく。 

  ・役員配置の見直しを行う。 

    石川理事：副会長→会長補佐（新役） 

    今村理事：会計→幹事 

    押岡理事：会計→会計監査 

    吉良理事：幹事、助産支部長兼務→助産支部長のみ 

    野上理事：幹事、助産支部理事兼務→助産支部理事のみ 

  ・新理事の配置案 

    兵頭氏：副会長 

    仲田由美氏：書記 

    河野氏：会計 

    田野氏：会計 

 

 

  （２）会則の改正について 

  ・理事の配置変更に伴い、総会に向けて会則の改正も検討していく。 

   →メーリングリストで総会資料とともに会則の変更についても、理事間で検討していく。 
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（３）調理実習室の廃止について 

  ・大学から、調理実習室廃止案が出ている。これまで木蓮会では、懇親会のケータリングの際に調理 

実習室を使用する業者があったが、コロナ禍になってからケータリングが中止となり、令和 6 年

度以降にケータリングを再開するとしても、調理場を必要としない業者に依頼すれば特に支障な

い。 

→その旨、大学に伝えていく。 

 

 

                                  次回理事会 

                               4 月あたり 

                                  書記：坂元 

                                場所： 

 


